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福井県の総人口は、日本のほぼ 6/1000 

806,470 人（平成 22 年 10 月 1 日現在） 

福井県って、日本のまん中ぐら

いのところにあるんだね。 

 これから、ふくいのことをいろい

ろ調べてみよう。 

まずは、歴史や自然、住ん

でいる人達について、見ていき

ましょうよ。 

福井県の位置は、日本のほぼ中央部 

  東端 西端 南端 北端 

経度 136°49′56″ 135°26′58″ 135°42′03″ 136°14′39″ 

緯度 35°51′33″ 35°31′33″ 35°20′36″ 36°17′44″ 

 

福井県の面積は、日本のほぼ 1/100 

4,189.83 平方キロメートル（平成 22年 10月 1日現在） 

出典：平成 22 年国勢調査 人口速報集計結果 

全国都道府県市区町村別面積調（国土地理院） 

都道府県市区町村の東西南北端点の経度緯度（国土地理院） 



 

 

市 町 村 計

明治21年 0 248 1,742 1,990 71,314

明治22年末 1 9 168 178 15,859

昭和22年　5月 2 17 151 170 10,499 地方自治法施行

昭和28年１0月 4 18 128 150 9,868

昭和36年　6月 7 21 13 41 3,472

昭和46年　9月 7 22 6 35

平成18年3月末 9 8 0 17 1,821 ≪平成の大合併※３≫

≪明治の大合併※１≫

≪昭和の大合併※２≫

全国の市町村数 出来事年・月
福井県の市町村数

近世

江戸時代

廃藩置県
明治4年7月14日

足羽・敦賀県時代
明治4年11月20日

人口　約54万人

敦賀時代
明治6年1月14日

石川・滋賀県時代

明治9年8月21日

福井県の誕生 人口　約58万人

明治14年2月7日

石
川
県

滋
賀
県

※本保県は明治3年12月22日
◎郡上、西尾、加知山の3県は福
井県域外に県庁のある飛地

（越前国のうち、足羽、吉田、丹
生、坂井、大野の5郡）

人口　約35万人

（明治4年12月20日改称）

（若狭国全域と、越前国のうち今立、
南条、敦賀の3郡）

人口　約20万人

（坂井、吉田、足羽、大野、丹
生、今立、南条の嶺北7郡が石
川県に統合）

（越前国のうち敦賀郡、若狭国全域
が滋賀県に統合）
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◎昔から「福井県」？・・・「福井県」は、１３０歳になりました。 

 
現在の福井県は、昔の越前国と若狭国か

らなります。 

江戸時代には藩政が敷かれ、幕府直轄

地と各藩の領地に分かれていましたが、江

戸幕府が滅び、明治４（1871）年に廃藩置

県が行われました。 

その後、福井県(のち足羽県)と敦賀県が

誕生し、明治６年には、足羽県と敦賀県が

統合され、敦賀県が誕生しましたが、明治９

年に石川県と滋賀県に統合され、敦賀県は

消滅しました。 

明治１４年に、石川県・滋賀県より、坂井・

吉田・足羽・大野・丹生・今立・南条・敦賀・

三方・遠敷・大飯郡が統合し、現在の福井

県が誕生しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：「福井県史」 

 

 
 
 
 

◎今の福井県は１７市町・・・昔は１，９９０の町村があった！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                  資料：福井県市町村課 

※１≪明治の大合併≫ 

明治２２年の市制町村制施行に伴う町村合併。教育、徴税、土木、戸籍等の行政を行うのに適した人口規模にするため、約

300～500 戸を標準規模として、全国的に実施された。 

※２≪昭和の大合併≫ 

昭和２８年の町村合併促進法施行および昭和３１年の新市町村建設促進法による市町村合併。戦後、市町村の事務とされた

新制中学校の設置管理を行うのに適した人口規模にするため、概ね 8,000 人を標準とし、町村数を約 3分の 1に減少することを

目的として全国的に実施された。 

※３≪平成の大合併≫ 

住民の日常生活圏の広域化や地方分権の進展に必要な行財政基盤の強化を図るため、全国的に実施された市町村合併。 

   今の「福井県」ができるまで 



 

西暦 和年号 出来事

古墳時代 507 　越前坂井で育った継体天皇が即位。（『日本書紀』）

飛鳥時代

奈良時代

平安時代

鎌倉時代 1243 寛元1 　道元、越前志比庄に来る。翌年、大仏寺（後の永平寺）を創建する。

室町時代 1471 文明3 　朝倉孝景、越前守護となる。本願寺蓮如、吉崎に道場を建てる。

安土桃山時代 1574 天正2 　越前一向一揆が蜂起する。

江戸時代 1774 安永3 　小浜藩医杉田玄白ら『解体新書』を出版する。

1858 安政5 　橋本左内、福井藩主松平慶永の命を受け上京。

明治時代 1899 明治32 　敦賀港が外国貿易港に指定される。

大正時代

昭和時代 1932 昭和7 　福井市に世界初の人絹取引所が開設される。

1945 昭和20 　福井、敦賀に空襲。

1948 昭和23 　福井地震。マグニチュード7.1。全壊家屋33,000余戸。死者3,800余人。

1962 昭和37 　北陸トンネル開通（敦賀・今庄間、全長13.87km）。北陸線敦賀・福井間が電化。

1968 昭和43 　福井国体が開催される。

1969 昭和44 　日本原電敦賀発電所で臨界式。

1980～81 昭和55～56 　５６豪雪。全壊家屋384棟。死者15人。

平成 1997 平成９ 　ロシアタンカー「ナホトカ号」重油流出事故。

2000 平成12 　福井県立恐竜博物館が開館。

2004 平成16 　福井豪雨災害おこる。

 

◎キミは、いくつ知ってる？・・・これまでの福井県の出来事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎キミの住む地域はどこ？ 

 

 

福井県行政区画図 

９市８町（平成２２年３月３１日現在） 
坂井市 

福井市 

敦賀市 

若狭町 
高浜町 

木の芽山嶺 

嶺 北 

嶺 南 

越前国 

若狭国 

永平寺町 

鯖江市 

越前市 

小浜市 

あわら市 

勝山市 

大野市 

越前町 

南越前町 

池田町 

美浜町 

おおい町 
※越前国には、現在の岐阜県郡上市白鳥町石徹白地区も含ま

れていた。 



 

 
 

 
◎雨天も多いけど、恵みも多い・・・福井の豊かな降水量 

  
？ 

 
 
               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
◎福井県は、面積の約７５％が森林・原野の自然に覆われている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ふくいの自然 

お隣のおばさんに「弁当忘れ

ても、傘忘れるな」って教えても

らったけど、学校は給食だし。 

どういうこと? 

昔から、北陸で言われている言葉で

ね、それくらい、天気が雨や雪に変わ

ることが多い、という意味ですよ。 

夏は梅雨、冬は雪で降水

量が多いのね。 

1～2月は、月の半分近く

が雪の日なの！？ 

けいこちゃん、福井のお水やお米はおいし

いわよね。お父さんは、地酒がおいしいって。 

それには、福井の豊かな降水量のおかげも

あるの。 冬のスキーも楽しみの一つね。 

福
井
の
過
去
３
か
年
の 

平
均 

水面・河川・水路 

福井県 3.5% 全国 3.5％ 

道路 

福井県 3.3% 全国 3.6％ 

宅地 

福井県 4.4% 全国 4.9％ 

農用地 

福井県 9.9% 全国 12.5％ 

福井県と全国を、土地の内容の

割合で色分けしてみたよ。福井県

は自然が豊かだね。 

森林・原野 

福井県 74.6% 全国 67.1％ 



 

福井県の人口は、平成 22年 10 月 1日現在で 806,470 人、世帯は 275,424 世帯あるんだ。 

 
 

 
◎福井県には約２７万世帯、約８１万人が住んでいる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
◎福井県の人口は、近年、減り始めている。 

 
 
 
 
 

ふくいの人口 

平成 17 年と平成 22年

を比較すると、福井県の人

口は約 15,000 人減少して

るね。 

１世帯あたりの人員は 2.93 人な

んだ。年々縮小してるけど、平成 22

年の国勢調査でみると、全国平均よ

り約 0.5 人多くて、山形県に次い

で、全国 2位なんだよ。 

出生数が減って、死亡数が

増えているね。 

平成 16 年には、出生数より

も死亡数の方が多くなったんだ

ね。 

ここ数年は、県外から転入し

てくる人より、県外へ転出してい

く人の方が多いんだ。 

国内では、石川県や大阪府

に転出する人が多いんだよ。 
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（人）

（年）

福井県の出生数・死亡数と自然増加数の推移

※自然増加数＝出生数－死亡数
出典：福井県の推計人口

出生数

死亡数

自然増加数※
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14,313

△ 1,244
△ 1,910

△3,000
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昭和55 60 平成2 7 12 17 22 

（人）

（年）

福井県の県外からの転入者・県外への転出者数と

社会増加数の推移

※社会増加数＝県外からの転入者数－県外への転出者数

出典：福井県の推計人口

県外からの転入者数

県外への転出者数

社会増加数※

※平成 22 年は速報値 
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福井県

全国

家族のかたち別にみた世帯※１の割合（福井県と全国）

夫婦のみの世帯

核家族世帯
ひとりの世帯

夫婦と子供の世帯

ひとり親と子供の世帯 その他の親族世帯 非親族世帯

出典：平成17年国勢調査（総務省）
※１ 寮や病院などの施設は除きます。

※２ ３世代世帯とは、正確には、３世代以上の人が同居する世帯のことをいいます。

３世代世帯※２

0.5％以上

0.0～0.5％未満

△0.25～0.0％未満

△0.5～△0.25％未満

△0.75～△0.5％未満

△0.75％未満

◎地方の人口が減少している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                       資料：人口推計（総務省） 

◎福井県は、子どもの生まれる割合が高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎福井は大家族が多い？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これはね、平成 20年 10 月

から平成21年9月にかけて各

都道府県の人口が増減した

割合を色で表した図だよ。 

40 の道府県で人口が

減少しているね。 

埼玉県、千葉県、東京

都、神奈川県、愛知県、

滋賀県、沖縄県の 7都県

は人口が増加している

ね。 

でも、福井県の合計特殊出生

率は、全国でも上位なんだよ。 

合計特殊出生率っていうのは、

女性が一生の間で産む子どもの

数を平均したものなんだって。 

 

それにね、全国と比較すると、

核家族世帯やひとりの世帯の割

合が小さいね。 

福井県は、祖父母、親、子の３

世代世帯が多いんだって。 

子どもがたくさん、３世代世帯っ

て、まるで私たちの家みたいだね。 
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合計特殊出生率の推移（福井県と全国）
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出典：平成２１年人口動態統計（厚生労働省）
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昭和40 45 50 55 60 平成2 7 12 17

(歳) 平均寿命の推移

全国（男） 福井県（男）

全国（女） 福井県（女）

全国11位

86 .25

全国4位

79 .47

全国2位

85 .39

全国2位

78 .55

出典：平成17年都道府県別生命表の概況（厚生労働省）

ふだん仕事をしている人の割合（55歳以上5歳ごと）

福井県 全国

55～59歳 81.3% 75.8% ★３位

60～64歳 63.4% 57.9% ★３位

65～69歳 49.0% 38.6% ★１位

70～74歳 31.1% 25.0% ★３位

75歳以上 11.8% 11.0% １５位

出典：平成19年就業構造基本調査（総務省）

ふだん仕事を
している人の割合 福井県の全国順位年齢

 
 

 
◎福井県人口の年齢構成は変化している。 
 
 

 

 

  

 
 
 
 

※１ 昭和 22～24 年生まれ（第１次ベビーブーム） ※2 昭和 46～49 年生まれ（第２次ベビーブーム） 
 

◎福井県の高齢者は、元気で長生き。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

健康長寿のふくい 

そうだよ。福井県の平均寿命は、平成 12年には男女と

も全国 2 位、 平成 17 年は男性が 4 位、女性が 11 位と

全国平均を上回っているよ。 

それに、仕事をしている中高年齢者も多い。65 歳から

69 歳の仕事をしている人の割合は、全国 1位だ。 

おじいちゃんも、これからますますがんばるよ！ 

左のグラフは、おじいちゃんが子どもの頃。ピラミ

ッド型といわれる形だ。子どもが多いね。 

まん中は、とおるくんのお父さんが生まれた年。

子どもの数が減ってきて、つぼ型になってきたね。 

右は最近だね。60 歳くらい※１と 35 歳くらい※２で

膨らんでいる。ひょうたん型というんだよ。 

昔と比べて、子どもの数

が減って、高齢者が増えて

いるね。 

福井県は、だんだん、長

生きになっているのかなあ。 

これは、何のグラフ？ 

それぞれ形が違うね。 

これは人口ピラミッドといって、福井県の人口を 

男女、年齢各歳ごとに棒グラフにしたものだよ。 

※平成 22 年は 7 月 1 日現在 



 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

統計の活用例 

 

日刊県民福井提供 

平成 20 年 5 月 5 日 

福井の子は運動神

経がいいのね。私も運

動頑張るわ！！ 

鷹巣海水浴場はきれいだと思うか？

きれい
66%

まあまあ
きれい

22%

ふつう
4%

あまりき
れいでは
ない
4%

きたない
4%

この活動の一環として、福井市鷹巣中学校第 1学年の「考福学かたりべ発表会」が 

平成 20 年 10 月 22 日県庁ホールで行われました。 

66％の人が鷹巣海水浴場をき

れいだと回答しているんだ。グラ

フにするとわかりやすいね。 

考福学かたりべ発表会 

考福学については、『みんなで福井を考えるポータルサイト「考福学ノススメ」』まで 

http://kofukugaku.pref.fukui.jp/ 

福井新聞社提供 

平成 21 年 1 月 22 日 

統計グラフを利用

し、発表された内容

を一部紹介します。 

この新聞を見てごらん。 

福井県の子どもたちのことが掲載

されているよ！ 

統計に関する記事

は新聞やインターネ

ットにもたくさんある

よ。 

例えば、品物の値

段の動きが分かる

「物価指数」は、毎

月、新聞に載ってい

るよ。 

 

 

たまに寝坊

しちゃうから気

をつけないと。 

  ポイント！ 

福井県には、全国に自慢のできる宝物が数多くあるよね。でも、僕たち自身、福井県につ

いて知らないことがたくさんあると思わない?そこで、僕たち一人ひとりがふくいの魅力を発

見、再認識し、さらにそれをかたりべとして語り広げ、次の世代に受け継いでいく「考福学」を

進め、福井人としての自信と誇りを高め、ふくいのブランド化に向け取り組んでいるんだ。 

福考 っ !?学 て

統計をもっと知ろう② 

一般ユーザ
タイプライターテキスト
各新聞社の使用許諾の条件により、
新聞記事の画像は削除しました。

一般ユーザ
タイプライターテキスト
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